

















　国は、2014 年 1 月の障害者権利条約の批准に伴う国内法整備の一環として精神保健福祉法

















　本研究は、平成 26 年度～ 28 年度科学研究費基盤研究C『世帯を分けて暮らすことを選択し















母親年代 本人性別 本人年齢 世帯分離時の本人年齢 本人の暮らしの形態
a氏 60 代後半 男性 40 代前半 37 歳 ひとり暮らし
b氏 70 代前半 男性 40 代後半 37 歳 同病者とふたり暮らし
c氏 50 代後半 女性 20 代後半 27 歳 ひとり暮らし
2-2．倫理的配慮
　佛教大学「人を対象とする研究」倫理審査委員会あてに研究計画書等必要書類を添付のうえ























a氏 1時間 30 分 03 秒 28,956 字
b 氏 1 時間 54 分 44 秒 32,838 字
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9）　前掲書，1
10）　川喜多次郎（1967）『発想法―創造性開発のために―』中公新書
11）　岩崎は、精神障害者家族の自責感と無力感に関して発病当初の「家族は患者の苦悩を目の当たり
にしながら，何の手立ても講じることができずにいたこと」をあげている．詳しくは，岩崎弥生
（1988）「精神病患者の家族の情動的負担と対処方法」『千葉大学看護学研究紀要』20，29-40
12）　田上は，家族の心的態度の過去に関するものとして，おかしいと 1年前から思っていた予期感や
病院へ早く連れて行かず適切な対処ができなかった後悔をあげている．詳しくは，田上美千佳
（1997）「精神分裂病患者をもつ家族の心的態度　第 1報『日本精神保健看護学会誌』6（1），1-11
13）　中井は「初発に関しては，患者，家族，医者の三者が，ともに，軽視したい傾向がある」「これ
は現実否認につながる心理とさえ言うことができる」と述べている．詳しくは，中井久夫（1982）
『精神科治療の覚書』，106，日本評論社
14）　川添は，統合失調症の子どもを持つ母親には，「混乱」，「罪の意識」を経て「がむしゃらな対処
行動」の時期に至ると報告している．詳しくは，川添郁夫（2007）「統合失調症の子どもを持つ母
親が体験する自己成長過程」『日本精神保健看護学会誌』16（1），23-31
15）　同下らは，当事者や家族がよりよい生活を送れるようになる契機として，「家族外からの支援」
であるとしている．詳しくは，同下陽子ら（2004）「精神障害者家族が経験する困難に対する対処
行動に関連する要因」『県立長崎シーボルト大学看護栄養学部紀要』5，61-70
16）　公益社団法人全国精神保健福祉会連合会（2013）『2012（H24）年度「家族会」全国調査』74，
ここで家族にとっての家族会について，「家族は自分の体験に基づいた知識と言葉をもっているた
め，家族会が家族にとって適切な情報提供の場となり，同じ家族だから分かってもらえるのでは
ないかという安心感につながり，家族が社会とのつながりを取り戻す機会になると考えられる」
と説明している．
17）　前掲書『平成 21 年度障害者自立支援調査研究プロジェクト　効果的な家族支援等の在り方に関
する調査研究　報告書』20，家族が家族会に最も期待することとして「互いの悩みや苦労を打ち
明けて話し合い，励まし合うこと」があげられている．
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